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フ
ジ
地
中
情
報
は
、
統
合

型
国
産
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
「
Ｆ

ｍ
ａ
ｐ　

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」（
特

許
出
願
中
）
を
開
発
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
社

の
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」

と
連
携
し
、
全
国
の
デ
ー
タ

を
統
合
的
に
解
析
す
る
こ
と

で
、
当
該
事
業
体
の
管
路
の

劣
化
予
測
や
漏
水
確
率
、
漏

水
の
要
因
、
余
寿
命
な
ど
を

算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
」
で
は
、
全
国
の
解
析

デ
ー
タ
を
フ
ジ
地
中
情
報
が

統
合
し
、
毎
年
最
新
の
Ａ
Ｉ

の
経
験
部
分
を
配
布
す
る
。

同
社
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ　

Ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」
を
導
入
し
て
い
る
事
業

体
だ
け
で
な
く
、「
Ｆ
ｍ
ａ

ｐ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
を
導
入
し

て
い
な
い
事
業
体
に
も
現
在

の
デ
ー
タ
を
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ

フ
ァ
イ
ル
で
提
供
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
解
析
結
果
を
既

存
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
取
り
込
め
る
よ
う
に
Ｓ
ｈ

ａ
ｐ
ｅ
フ
ァ
イ
ル
で
報
告
す

る
。「
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ　

Ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」
と
連
携
す
る
た
め
、
環

境
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
全
国
の

事
業
体
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
機
械
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

い
る
。

　

全
国
デ
ー
タ
を
統
合
す
る

こ
と
で
、
例
え
ば
、
あ
る
水

道
事
業
体
で
は
漏
水
確
率
が

低
く
、
問
題
な
い
と
判
断
さ

れ
た
管
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
全
国
の
デ
ー
タ
を
統
合

的
に
解
析
す
る
こ
と
で
、
異

な
る
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
特

定
の
配
水
池
か
ら
下
流
側
で

漏
水
が
発
生
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
は

下
流
側
全
域
に
漏
水
調
査
を

実
施
し
て
き
た
が
、
Ａ
Ｉ
劣

化
診
断
の
解
析
結
果
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
も
と
に
漏
水
確

率
が
高
い
部
分
を
集
中
的
に

調
査
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
緊
急
対
応
と
し
て
も
期

待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
不
明
管
の
推
測
機

能
に
つ
い
て
は
、
現
在
管
種

な
ど
の
情
報
が
わ
か
ら
な
い

不
明
管
を
、
隣
接
す
る
管
や

全
体
の
情
報
な
ど
か
ら
「
Ｖ

Ｐ
」「
φ
１
０
０
」「
布
設
年

度
Ｓ
62
年
を
中
心
に
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
５
年
」
と
い
っ
た

内
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
固

定
資
産
の
再
評
価
（
資
産

化
）
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る

事
業
体
に
と
っ
て
は
解
決
へ

の
カ
ギ
と
し
て
期
待
さ
れ

る
。

　

同
社
で
は
「
解
析
す
る
ロ

ジ
ッ
ク
に
は
フ
ジ
地
中
情
報

が
50
年
に
わ
た
る
漏
水
調
査

か
ら
得
た
知
識
、
さ
ら
に
は

管
路
更
新
計
画
を
デ
ー
タ
と

現
地
診
断
結
果
に
基
づ
い
て

立
案
す
る
経
験
を
活
か
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
総

合
的
に
活
用
し
、
Ａ
Ｉ
解
析

結
果
か
ら
水
道
事
業
体
の
特

徴
を
把
握
し
て
い
る
す
べ
て

の
経
験
と
技
術
を
Ａ
Ｉ
に
詰

め
込
ん
だ
」「
解
析
し
た
事

業
体
の
デ
ー
タ
を
次
の
事
業

体
の
デ
ー
タ
に
活
か
す
事
が

で
き
な
い
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
業

務
と
違
い
、
パ
ソ
コ
ン
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い

る
『
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ　

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
』で
は
、全
国
の
解
析
デ
ー

タ
を
フ
ジ
地
中
情
報
が
統
合

し
、
毎
年
最
新
の
Ａ
Ｉ
の
経

験
部
分
を
配
布
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
」
と
し
て
い

る
。

　

減
災
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
技
術

協
会
は
こ
の
ほ
ど
技
術
発

表
・
交
流
会
を
開
催
し
、
森

松
工
業
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
推
進

室
の
古
村
太
郎
氏
が
「
防
災

減
災
に
役
立
つ
自
社
製
品
な

ら
び
に
災
害
復
興
業
務
の
紹

介
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
減
災
・
防
災
×
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
大
賞
を
過
去
に
受
賞

し
た
10
団
体
の
講
演
者
が
登

壇
し
た
。

　

古
村
氏
は
冒
頭
、
都
市
ガ

ス
の
基
幹
管
路
耐
震
化
率
と

比
較
し
た
水
道
イ
ン
フ
ラ
の

脆
弱
性
を
指
摘
。
ま
た
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

時
は
、
給
水
車
に
よ
る
応
急

給
水
に
過
度
な
期
待
を
寄
せ

る
の
は
難
し
い
ほ
ど
台
数
が

逼
迫
す
る
と
の
試
算
結
果
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

続
い
て
、
２
０
１
８
年
７

月
豪
雨
で
被
災
し
た
南
予
水

道
企
業
団
吉
田
浄
水
場
に
対

す
る
応
急
復
旧
活
動
を
事
例

に
、
製
品
を
迅
速
に
供
給
し

た
同
社
の
取
り
組
み
も
交
え

て
紹
介
し
た
。

　

災
害
へ
の
備
え
に
有
効
な

製
品
と
し
て
「
地
上
式
耐

震
性
貯
水
槽
」「
貯
水
機
能

付
給
水
管
」「
緊
急
用
・
移

動
式
ス
テ
ン
レ
ス
製
給
水
タ

ン
ク
」
の
概
要
と
特
長
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
早
期
復

旧
の
要
は
人
材
で
あ
る
と
強

調
。「
直
接
雇
用
し
て
い
る

３
５
０
人
以
上
の
溶
接
有
資

格
者
が
日
本
全
国
の
被
災
案

件
を
調
査
し
、
早
期
復
旧
に

日
々
備
え
て
い
る
」
な
ど
と

話
し
た
。

　

日
水
コ
ン
は
、
ユ
ニ
ア

デ
ッ
ク
ス
が
運
営
す
る
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
Ｄ
Ｘ
の
現
場
に
聴
く
！『
産

学
官
連
携
に
よ
る
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
』」
に
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
た
。

　

こ
の
動
画
は
、
内
閣
官
房

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
実

現
に
向
け
た
主
要
技
術
の
実

証
・
導
入
に
係
る
事
業
企
画

　

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

活
用
に
関
す
る
実
証
事
業
」

に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
者
の
佐
野
大
輔
・
東
北

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
、ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
社
員
、

日
水
コ
ン
社
員
が
対
談
形
式

で
詳
し
く
紹
介
し
た
も
の
。

①
下
水
処
理
場
実
証
に
お
け

る
各
社
の
役
割
②
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
測
定
方
法
③

下
水
研
究
が
役
立
つ
未
来
を

目
指
し
て
④
下
水
研
究
に
よ

る
成
果
と
今
後
の
展
望
―
の

４
回
に
わ
た
り
公
開
し
て
い

る
。

　

フ
ソ
ウ
は
「
フ
ソ
ウ
技
術

開
発
振
興
基
金
」に
関
し
て
、

２
０
２
３
年
度
研
究
助
成
を

行
う
案
件
を
募
集
し
て
い

る
。
一
般
財
団
法
人
フ
ソ
ウ

技
術
開
発
振
興
基
金
は
、
フ

ソ
ウ
創
業
70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
、

水
処
理
技
術
、
水
イ
ン
フ
ラ

設
備
を
は
じ
め
と
す
る
水
事

業
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
お
け
る
研
究
、
技
術
開

発
お
よ
び
製
品
開
発
等
に
対

し
て
助
成
・
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

２
０
２
３
年
度
助
成
事
業

は
水
処
理
技
術
、
水
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
水

事
業
に
加
え
て
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
す
る
研

究
、
技
術
開
発
を
対
象
と
し

て
募
集
し
て
い
る
。
国
内
に

事
務
所
、
連
絡
先
を
有
す
る

個
人
、団
体
、法
人
が
対
象
。

金
額
は
１
件
あ
た
り
１
０
０

万
円
を
上
限
、
総
額
１
０
０

０
万
円
を
予
定
。
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
事

務
局
宛
て
に
送
付
す
る
。
締

切
は
９
月
30
日
（
必
着
）。

詳
細
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

　

管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
（
会
長
＝
山
﨑
義

広
・
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

社
長
）
は
３
日
、
下
水
道
展

の
併
催
企
画
と
し
て
日
本
グ

ラ
ウ
ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
工
業

会
（
会
長
＝
原
口
康
弘
・
日

之
出
水
道
機
器
取
締
役
常
務

執
行
役
員
）
と
の
共
催
に
よ

る
講
習
会
「
下
水
道
管
路
施

設
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
～
次
世
代
型
最
適
管
理
へ

の
取
り
組
み
～
」を
開
い
た
。

　

冒
頭
、
山
﨑
会
長
は
「
当

協
会
は
異
業
種
と
の
連
携
を

深
め
、
管
路
に
関
す
る
技
術

の
研
鑽
や
研
究
を
進
め
、
成

果
の
発
信
を
通
じ
て
下
水
道

事
業
の
運
営
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
話
し
た
。

　

沖
野
貴
之
・
北
海
道
建
設

部
都
市
環
境
課
下
水
道
計
画

係
主
査
は
、「
ド
ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
流
域
下
水
道
の
管

路
調
査
」
と
題
し
て
基
調
講

演
を
行
っ
た
。
北
海
道
の
流

域
下
水
道
事
業
の
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
や
点
検

調
査
計
画
の
概
要
を
説
明
し

た
後
、
下
水
道
管
路
の
う
ち

調
査
困
難
箇
所
に
お
け
る
新

た
な
調
査
方
法
と
し
て
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。「
２
０

２
０
年
度
に
試
験
的
に
導
入

し
た
が
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査

と
同
等
の
調
査
が
可
能
で
あ

り
、
作
業
性
・
安
全
性
が
高

い
調
査
手
法
で
あ
る
た
め
、

２
０
２
１
年
以
降
、
順
次
実

施
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
調
査
は
潜
行
目
視
や
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
が
困
難
な
箇

所
へ
の
適
用
性
が
高
く
、
今

後
は
調
査
箇
所
に
適
し
た
調

査
手
法
を
採
用
し
、
予
防
保

全
型
点
検
調
査
を
実
践
し
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

　

管
診
協
技
術
委
員
会
技
術

委
員
の
野
村
誉
久
氏
は
、
維

持
管
理
情
報
（
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ

調
査
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

に
関
す
る
導
入
事
例
を
紹
介

し
、「
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
入
口
と

し
て
、
維
持
管
理
情
報
と
施

設
情
報
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ

ク
ル
を
構
築

し
、
最
適
化
す

る
こ
と
が
重

要
。
こ
れ
ら
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
に
つ
い

て
、
当
協
会
よ

り
情
報
を
発
信

し
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　

同
委
員
会
特

別
委
員
の
稲
垣

裕
亮
氏
は
、
管

診
協
が
開
発
・

販
売
を
手
掛
け

る
施
設
点
検
用
の
ポ
ー
ル
付

カ
メ
ラ
「
管
診
鏡
」
に
つ
い

て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
用
の
「
Ｍ

Ｃ
」
と
、管
口
用
の
「
Ｐ
Ｃ
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
事
例
を

紹
介
、
今
後
は
使
用
方
法
や

活
用
事
例
、
デ
ー
タ
活
用
例

な
ど
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
を
行
う
予
定
だ
と
し
た
。

　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ン

ホ
ー
ル
工
業
会
の
分
部
優
美

氏
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
維
持
管
理

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
起
点
と
し

た
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
サ
イ
ク
ル
の
確

立
の
重
要
性
を
強
調
し
、「
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
修
繕
・
改
築

計
画
の
検
討
で
は
、
老
朽
化

対
策
で
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
策
定
に
あ
わ

せ
て
、
浸
水
対
策
や
地
震
対

策
、
不
明
水
対
策
上
の
効
果

も
含
め
て
改
築
対
象
の
優
先

順
位
を
決
め
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
実

践
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
た
。

　

最
後
に
、
原
口
会
長
は
同

協
会
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ン

ホ
ー
ル
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
市
民
の
身
近
な

道
路
に
設
置
さ
れ
た
60
㌢
の

空
間
」「
鉄
の
塊
で
は
な
く
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
合
体
」

「
地
下
と
地
上
を
つ
な
ぐ
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
皆

さ
ま
と
連
携
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
良
い

も
の
を
提
供
し
て
い
け
た

ら
」
と
語
っ
た
。

　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
は
２
日
、
下
水
道
展
の

併
催
企
画
と
し
て
「
新
技

術
・
Ｄ
Ｘ
」
を
テ
ー
マ
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
国
の
最

近
の
動
向
、
先
進
自
治
体
と

し
て
苫
小
牧
市
、
北
海
道
、

大
阪
狭
山
市
、
東
京
都
の
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

同
協
会
副
会
長
の
竹
谷
佳

野
・
豊
産
管
理
代
表
取
締
役

は
「
管
路
管
理
の
仕
事
は
、

き
つ
い
・
汚
い
・

危
険
の
３
Ｋ
の

最
た
る
も
の

で
、
人
が
入
る

の
が
困
難
、
敬

遠
す
る
場
所
に

こ
そ
新
し
い
技

術
を
持
っ
た
機

材
を
導
入
す
べ

き
。
こ
う
し
た

技
術
に
よ
り
管

路
管
理
の
仕
事

が
機
械
化
・
き

れ
い
・
希
望
の

新
３
Ｋ
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
期
待

を
述
べ
た
。

　

国
土
交
通
省
下
水
道
部
の

川
島
弘
靖
・
事
業
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
室
課
長
補
佐
は

「
下
水
道
管
路
管
理
と
新
技

術
・
Ｄ
Ｘ
」と
題
し
て
講
演
。

管
路
施
設
の
電
子
化
の
遅
れ

を
指
摘
し
た
上
で
、
同
省
の

下
水
道
管
路
管
理
に
関
す
る

取
り
組
み
を
説
明
し
た
。
下

水
道
管
路
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る

下
水
道
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
事
業
を
２
０
２
２
年
度
に

創
設
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
２
０
２
７
年
度
以
降
の
改

築
に
際
し
て
交
付
対
象
と
な

る
管
路
施
設
は
施
設
情
報
や

維
持
管
理
情
報
が
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

用
い
て
管
理
し
て
い
る
こ
と

を
要
件
と
し
て
い
る
の
で
、

適
切
に
電
子
化
を
進
め
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

　

苫
小
牧
市
上
下
水
道
部
の

三
國
谷
弘
明
・
下
水
道
課
長

は
、
建
設
技
術
研
究
所
の
汎

用
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ

ｉ
ｓ
ｋ
ｍ
ａ
」
を
ベ
ー
ス
に

共
同
開
発
し
た
下
水
道
の
大

雨
に
関
す
る
情
報
を
一
元
管

理
す
る
「
大
雨
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
機
能
や
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
し
た
。
同
シ

ス
テ
ム
の
主
な
機
能
は
、
市

内
10
カ
所
の
雨
量
や
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
の
水
位
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
、
職
員

同
士
の
情
報
共
有
チ
ャ
ッ
ト

機
能
が
あ
る
。
大
雨
時
に
現

地
の
状
況
や
施
設
へ
の
影
響

の
確
認
を
遠
隔
か
ら
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
管
理
体
制
の
強
化
が
図

れ
る
と
と
も
に
、
職
員
の
超

過
勤
務
時
間
が
大
幅
に
減
少

し
、
業
務
負
担
の
軽
減
が
図

れ
た
と
い
う
。
三
國
谷
課
長

は
「
デ
ジ
タ
ル
化
は
手
法
で

あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。
大

切
な
の
は
何
を
し
た
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
本
市
で
は
職

員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る

た
め
、
走
り
な
が
ら
答
え
を

み
つ
け
て
い
っ
た
。
オ
ン
プ

レ
ミ
ス
よ
り
も
ク
ラ
ウ
ド
の

方
が
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
低

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

北
海
道
建
設
部
の
佐
竹
利

人
・
都
市
環
境
課
下
水
道
計

画
係
課
長
補
佐
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ

の
飛
行
型
ド
ロ
ー
ン
や
水
上

走
行
型
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
管
路
調
査
に
つ
い
て
画
像

や
動
画
を
示
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
紹
介
。
２
０
２
０
年

度
に
試
験
的
に
導
入
し
、
昨

年
度
ま
で
に
２
万
４
５
９
０

㌔
の
調
査
実
績
が
あ
る
。
佐

竹
課
長
補
佐
は
「
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
調
査
は
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
調
査
と
同
等
の
調
査
が
可

能
で
、
作
業
性
、
安
全
性
が

高
い
。
潜
行
目
視
や
Ｔ
Ｖ
カ

メ
ラ
調
査
が
困
難
な
箇
所
へ

の
適
用
性
が
高
い
」
と
述
べ

た
。

　

大
阪
狭
山
市
水
資
源
部
の

大
崎
剛
・
下
水
道
工
務
グ

ル
ー
プ
課
長
補
佐
は
管
路
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
用
ド

ロ
ー
ン
「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
」

の
導
入
効
果
な
ど
を
紹
介
し

た
。
ア
ル
キ
メ
デ
ス
は
、
自

律
自
走
で
地
上
か
ら
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
不
要
で
、
複
数

ス
パ
ン
を
連
続
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
特
徴
。
ま

た
、
管
口
カ
メ
ラ
と
同
等
の

費
用
で
精
度
の
高
い
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
大
崎
課
長
補
佐
は

調
査
を
通
じ
て
気
づ
い
た
点

に
つ
い
て
「
作
業
員
の
安
全

性
と
労
働
環
境
が
向
上
し

た
。
ま
た
、
設
置
・
撤
去
に

か
か
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
開
閉

時
間
は
１
～
２
分
程
度
で
周

辺
交
通
へ
の
影
響
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
１
班

２
～
３
人
体
制
で
調
査
を
実

施
で
き
、
人
員
不
足
の
解
消

に
も
貢
献
す
る
」
と
説
明
し

た
。

　

東
京
都
下
水
道
局
の
稲
田

聡
・
施
設
管
理
部
管
路
管
理

課
課
長
代
理
は
「
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
管
渠
劣
化
状
況
自
動

判
定
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
Ａ
Ｉ

に
よ
る
管
渠
の
損
傷
度
判
定

に
お
い
て
、
損
傷
の
有
無
に

つ
い
て
再
現
率
95
％
を
達
成

し
た
が
、
各
損
傷
の
ラ
ン
ク

の
判
定
で
は
精
度
に
課
題
が

残
っ
た
と
説
明
。
今
後
は
教

師
デ
ー
タ
の
精
査
や
新
た
な

Ａ
Ｉ
学
習
手
法
の
採
用
も
検

討
し
て
、
損
傷
種
別
な
ど
の

判
定
精
度
向
上
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
実
用
化
を
目
指

す
と
し
た
。

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
２
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
３
を
受
注
し
た
と
発

表
し
た
。
発
注
者
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
公
共
事
業
・
国
民
住

宅
省
居
住
総
局
で
、
日
本
の

円
借
款
事
業
と
な
る
。
受
注

金
額
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
２
が
約

81
億
円
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
３
が

約
１
６
８
億
円
。

　

同
工
事
は
、
人
口
密
度
が

高
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

な
ど
の
商
業
施
設
が
多
い
第

１
区
に
お
い
て
、
約
38
・
５

㌔
の
下
水
管
き
ょ
を
整
備
す

る
工
事
で
、
交
通
量
が
激
し

い
地
域
の
た
め
、
工
事
に
よ

る
交
通
渋
滞
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
推
進
工
法
で

施
工
す
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
２

は
推
進
管
約
14
・
２
㌔
（
φ

４
５
０
～
１
２
０
０
）、
立

坑
１
０
９
カ
所
で
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
３
は
推
進
管
約
24
・

３
㌔
（
φ
１
２
０
０
～
２
０

０
０
）、立
坑
１
６
２
カ
所
と

な
る
。工
事
期
間
は
48
カ
月
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
下
水
道
普

及
率
は
約
12
％
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
下
水
処
理
施
設
の

建
設
と
下
水
管
き
ょ
の
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
に
よ
り

改
定
さ
れ
た
「
ジ
ャ
カ
ル
タ

汚
水
管
理
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
で
は
、
下
水
処
理
区
を

15
に
分
け
て
段
階
的
に
整
備

　

熊
谷
組
は
こ
の
ほ
ど
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ィ
ジ
ャ

ヤ
・
カ
リ
ヤ
と
ジ
ャ
ヤ
・
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
・
マ
ン
ガ
ラ
・

プ
ラ
タ
マ
と
共
同
企
業
体
を

組
成
し
、「
ジ
ャ
カ
ル
タ
下

水
道
整
備
事
業（
第
１
区
）」

す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

中
心
部
に
位
置
す
る
第
１
区

と
第
６
区
を
優
先
事
業
と
し

て
い
る
。

　

同
社
は
２
０
０
０
年
代
以

降
、
台
湾
を
除
い
て
海
外
の

事
業
展
開
を
縮
小
し
、
特
に

土
木
請
負
事
業
に
つ
い
て
は

事
業
展
開
を
止
め
て
い
た

が
、
日
本
政
府
の
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
方
針
を
受

け
て
事
業
を
再
展
開
し
、
今

回
の
工
事
を
受
注
し
て
い

る
。

下
水
道
管
路
の
最
適
管
理
へ

Ｇ
Ｍ
工
業
会
と
共
催
で
講
習
会

管
診
協

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
下
水
管
き
ょ
整
備

38
・
５
㎞
を
推
進
工
法
で

熊
谷
組

産
学
官
連
携
で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

社
員
が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
出
演

日
水
コ
ン

水
処
理
技
術
な
ど
研
究
助
成

９
月
30
日
ま
で
案
件
を
受
け
付
け

フ
ソ
ウ

管
路
管
理
の
効
率
化
へ

新
技
術
・
Ｄ
Ｘ
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

管
路
協

統
合
型
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
を
開
発

「
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」

フ
ジ
地
中
情
報

ＡＩの漏水確率（５年以内）の分析結果

管路の漏水確率や余寿命の算出も

熟
練
工
の
確
保
と
育
成
要
諦
に

防
災
減
災
・
早
期
復
興
で
講
演

森
松
工
業

古村氏による講演

４自治体が先進事例を紹介したセミナー

竹谷副会長

沖野主査 原口会長 山﨑会長

管路施設のアセットマネジメントをテーマとした
講習会

２０２３年（令和５年）８月２４日（木曜日）


